
 

 

K7
 
①
 Ⅴ

-2
-
2-
別
添

1
-2
-1
 R
0 

柏崎刈羽原子力発電所第７号機 工事計画審査資料 

資料番号 KK7 添-2-074-1 改 3 

提出年月日 2020 年 6 月 17 日 

 

 

 

Ⅴ-2-2-別添 1-2-1 地下水排水設備設置位置の地盤応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 6 月 

東京電力ホールディングス株式会社 

  



 

 

K7
 
①
 Ⅴ

-2
-
2-
別
添

1
-2
-1
 R
0 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ-2-2-別添 1-2-1 地下水排水設備設置位置の地盤応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

K7
 
①
 Ⅴ

-2
-
2-
別
添

1
-2
-1
 R
0 

目 次 

1. 概要 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1 

2. 基本方針 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 2 

 2.1 位置 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 2 

 2.2 地下水排水設備の概要 ･･･････････････････････････････････････････････････ 3 

 2.3 評価方針 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 7 

 2.4 適用規格・基準等 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 8 

3. 解析方法 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 9 

 3.1 設計用模擬地震波 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 9 

 3.2 地盤応答解析モデル ････････････････････････････････････････････････････ 10 

 3.3 地盤応答 ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 16 

  3.3.1 水平方向 ･･････････････････････････････････････････････････････････ 16 

  3.3.2 鉛直方向 ･･････････････････････････････････････････････････････････ 27 

 



 

1 

K7
 ①

 Ⅴ
-2
-2
-別

添
1
-2
-1
 R
0 
 

1. 概要 

建屋評価における前提条件を満たすために，7 号機地下水排水設備は，建屋の耐震性を確保す

るため地下水位を建屋基礎スラブ底面レベル以深に維持する機能を有する。 

7 号機地下水排水設備の評価においては，Ⅴ-2-1-1「耐震設計の基本方針」のうち，「10. 耐

震計算の基本方針 10.1 建物・構築物」及びⅤ-1-1-9「発電用原子炉施設の溢水防護に関する

説明書」に基づき，基準地震動Ｓｓによる地震力に対して機能を維持できることを確認する。 

本計算書は，Ⅴ-2-1-1「耐震設計の基本方針」に基づく地下水排水設備を設置する地盤の応答

解析について説明するものである。 

地震応答解析により算出した地盤の最大応答加速度等は，Ⅴ-2-1-9「機能維持の基本方針」を

参考に，建物・構築物及び機器・配管系の設計用地震力に用いる。 
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2. 基本方針 

2.1 位置 

地下水排水設備の概略配置を図 2－1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－1 地下水排水設備の概略配置図 
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2.2 地下水排水設備の概要 

原子炉建屋，タービン建屋，コントロール建屋，廃棄物処理建屋の地下水排水設備（以下，

「地下水排水設備」という。）は，各建屋に対し，その耐震性を確保するため地下水位を建屋

基礎スラブ底面レベル以深に維持する機能を有し，基準地震動Ｓｓに対する機能維持を確認す

ることとしている。 

地下水排水設備の評価対象配置図及び概略構成図を図 2－2～図 2－3 に，原子炉建屋サブド

レンピットの概略平面図及び概略断面図を図 2－4～図 2－5 に，タービン建屋サブドレンピッ

トの概略平面図及び概略断面図を図 2－6～図 2－7に示す。 
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図 2－2 地下水排水設備の評価対象配置図 

 

 

図 2－3 地下水排水設備の概略構成図 
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図 2－4 原子炉建屋サブドレンピットの概略平面図（T.M.S.L.-15.25m） 

 

 

 

図 2－5 原子炉建屋サブドレンピットの概略断面図（A－A断面）  
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図 2－6 タービン建屋サブドレンピットの概略平面図（T.M.S.L.-13.05m） 

 

 

 

 

図 2－7 タービン建屋サブドレンピットの概略断面図（B－B断面） 
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2.3 評価方針 

地下水排水設備設置位置の地盤の応答解析は，Ⅴ-2-1-6「地震応答解析の基本方針」に基づ

いて行う。 

図 2－8に地下水排水設備設置位置の地盤の応答解析フローを示す。 

地盤の応答解析は，「3.2 地盤応答解析モデル」において設定した地盤モデル及び「3.1 

設計用模擬地震波」に基づき「3.3 地盤応答」を評価する。地盤モデルには，地盤物性の不

確かさを考慮し，地盤応答として最大応答加速度を算出する。 

 

 

 

 

 

図 2－8 地下水排水設備設置位置の地盤の応答解析フロー  
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2.4 適用規格・基準等 

地下水排水設備設置位置の地盤の応答解析において適用する規格・基準等を以下に示す。 

・原子力発電所耐震設計技術指針ＪＥＡＧ４６０１-1987（（社）日本電気協会） 

・原子力発電所耐震設計技術指針 重要度分類・許容応力編ＪＥＡＧ４６０１ 

・補-1984（（社）日本電気協会） 

・原子力発電所耐震設計技術指針ＪＥＡＧ４６０１-1991 追補版（（社）日本電気協会） 
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3. 解析方法 

3.1 設計用模擬地震波 

地盤モデルヘの入力地震動は，Ⅴ-2-1-2「基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用地震動Ｓｄの策定

概要」に示す解放基盤表面レベルで定義された基準地震動Ｓｓを用いることとする。 

  



 

10 

K7
 ①

 Ⅴ
-2
-2
-別

添
1
-2
-1
 R
0 
 

3.2 地盤応答解析モデル 

地盤の応答解析は，一次元波動論に基づき，解放基盤表面レベルで定義される基準地震動Ｓ

ｓに対する地表面レベルでの地盤の応答を評価する。地盤の応答解析モデルは，水平方向及び

鉛直方向についてそれぞれ設定する。 

地盤の応答解析では地盤物性の不確かさを考慮し，地盤物性の不確かさは，Ⅴ-2-2-1「原子

炉建屋の地震応答計算書」と同じとする。地盤物性の不確かさを考慮する地盤の応答解析ケー

スと初期地盤の物性値を表 3－1 に示す。また，地盤ばねの算定に用いる地盤定数は初期地盤

の物性値とひずみ依存特性から一次元波動論より求めた等価物性値とする。初期地盤の物性値

及びひずみ依存特性は，Ⅴ-2-1-3「地盤の支持性能に係る基本方針」に基づき設定する。 

水平方向及び鉛直方向の地盤の応答解析に用いる地層区分及び標準地盤の地盤定数を表 3－

2～表 3－9に示す。 
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表 3－1 地盤物性の不確かさを考慮する地盤の応答解析ケース（初期地盤の物性値） 

標高 

T.M.S.L.（m） 

地層 

区分 

地盤のせん断波速度（m/s） 

標準地盤 標準地盤+σ 標準地盤-σ 

12.0 ～ 8.0 
新期砂層 

150 170 131 

8.0 ～ 4.0 200 226 174 

4.0 ～ -6.0 古安田層 330 413 248 

-6.0 ～ -33.0 

西山層 

490 539 441 

-33.0 ～ -90.0 530 583 477 

-90.0 ～ -136.0 590 649 531 

-136.0 ～ -155.0 650 715 585 
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表 3－2 地盤定数（Ss-1） 

 

 

表 3－3 地盤定数（Ss-2） 

 

+12.0 150 16.1 0.347 0.0996 0.369 0.27 23

+8.0 200 16.1 0.308 0.0788 0.657 0.12 28

+4.0 古安田層 330 17.3 0.462 1.01 1.92 0.53 6

-6.0

490 17.0 0.451 3.82 4.16 0.92 3

-33.0

530 16.6 0.446 4.22 4.75 0.89 3

-90.0

590 17.3 0.432 5.28 6.14 0.86 3

-136.0

650 19.3 0.424 7.40 8.32 0.89 3

-155.0

720 19.9 0.416 10.5 10.5 1.00 -

∞

椎谷層

標高
T.M.S.L.

(m)

せん断波
速度
Ｖｓ

(m/s)

単位体積
重量
γｔ

(kN/m3)

ポアソン比
ν

砂層

西山層

せん断
弾性係数

Ｇ

(×105kN/m2)

初期せん断
弾性係数

Ｇ0

(×105kN/m2)

剛性
低下率
Ｇ/Ｇ0

減衰
定数
ｈ
(%)

地層

+12.0 150 16.1 0.347 0.107 0.369 0.29 19

+8.0 200 16.1 0.308 0.0722 0.657 0.11 26

+4.0 古安田層 330 17.3 0.462 0.979 1.92 0.51 5

-6.0

490 17.0 0.451 3.82 4.16 0.92 3

-33.0

530 16.6 0.446 4.32 4.75 0.91 3

-90.0

590 17.3 0.432 5.64 6.14 0.92 3

-136.0

650 19.3 0.424 7.82 8.32 0.94 3

-155.0

720 19.9 0.416 10.5 10.5 1.00 -

∞

砂層

西山層

椎谷層

標高
T.M.S.L.

(m)
地層

せん断波
速度
Ｖｓ

(m/s)

単位体積
重量
γｔ

(kN/m3)

ポアソン比
ν

せん断
弾性係数

Ｇ

(×105kN/m2)

初期せん断
弾性係数

Ｇ0

(×105kN/m2)

剛性
低下率
Ｇ/Ｇ0

減衰
定数
ｈ
(%)

新期砂層 

新期砂層 
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表 3－4 地盤定数（Ss-3） 

 

 

表 3－5 地盤定数（Ss-4） 

 

 

+12.0 150 16.1 0.347 0.121 0.369 0.33 21

+8.0 200 16.1 0.308 0.105 0.657 0.16 27

+4.0 古安田層 330 17.3 0.462 1.05 1.92 0.55 6

-6.0

490 17.0 0.451 3.86 4.16 0.93 3

-33.0

530 16.6 0.446 4.03 4.75 0.85 3

-90.0

590 17.3 0.432 5.15 6.14 0.84 3

-136.0

650 19.3 0.424 7.23 8.32 0.87 3

-155.0

720 19.9 0.416 10.5 10.5 1.00 -

∞

砂層

西山層

椎谷層

標高
T.M.S.L.

(m)
地層

せん断波
速度
Ｖｓ

(m/s)

単位体積
重量
γｔ

(kN/m3)

ポアソン比
ν

せん断
弾性係数

Ｇ

(×105kN/m2)

初期せん断
弾性係数

Ｇ0

(×105kN/m2)

剛性
低下率
Ｇ/Ｇ0

減衰
定数
ｈ
(%)

+12.0 150 16.1 0.347 0.121 0.369 0.33 18

+8.0 200 16.1 0.308 0.105 0.657 0.16 24

+4.0 古安田層 330 17.3 0.462 1.11 1.92 0.58 4

-6.0

490 17.0 0.451 3.95 4.16 0.95 3

-33.0

530 16.6 0.446 4.37 4.75 0.92 3

-90.0

590 17.3 0.432 5.64 6.14 0.92 3

-136.0

650 19.3 0.424 7.82 8.32 0.94 3

-155.0

720 19.9 0.416 10.5 10.5 1.00 -

∞

砂層

西山層

椎谷層

標高
T.M.S.L.

(m)
地層

せん断波
速度
Ｖｓ

(m/s)

単位体積
重量
γｔ

(kN/m3)

ポアソン比
ν

せん断
弾性係数

Ｇ

(×105kN/m2)

初期せん断
弾性係数

Ｇ0

(×105kN/m2)

剛性
低下率
Ｇ/Ｇ0

減衰
定数
ｈ
(%)

新期砂層 

新期砂層 
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表 3－6 地盤定数（Ss-5） 

 

 

表 3－7 地盤定数（Ss-6） 

 

 

+12.0 150 16.1 0.347 0.114 0.369 0.31 16

+8.0 200 16.1 0.308 0.105 0.657 0.16 22

+4.0 古安田層 330 17.3 0.462 1.07 1.92 0.56 4

-6.0

490 17.0 0.451 3.91 4.16 0.94 3

-33.0

530 16.6 0.446 4.32 4.75 0.91 3

-90.0

590 17.3 0.432 5.46 6.14 0.89 3

-136.0

650 19.3 0.424 7.48 8.32 0.90 3

-155.0

720 19.9 0.416 10.5 10.5 1.00 -

∞

砂層

西山層

椎谷層

標高
T.M.S.L.

(m)
地層

せん断波
速度
Ｖｓ

(m/s)

単位体積
重量
γｔ

(kN/m3)

ポアソン比
ν

せん断
弾性係数

Ｇ

(×105kN/m2)

初期せん断
弾性係数

Ｇ0

(×105kN/m2)

剛性
低下率
Ｇ/Ｇ0

減衰
定数
ｈ
(%)

+12.0 150 16.1 0.347 0.114 0.369 0.31 18

+8.0 200 16.1 0.308 0.0919 0.657 0.14 24

+4.0 古安田層 330 17.3 0.462 1.09 1.92 0.57 4

-6.0

490 17.0 0.451 3.95 4.16 0.95 3

-33.0

530 16.6 0.446 4.32 4.75 0.91 3

-90.0

590 17.3 0.432 5.52 6.14 0.90 3

-136.0

650 19.3 0.424 7.65 8.32 0.92 3

-155.0

720 19.9 0.416 10.5 10.5 1.00 -

∞

標高
T.M.S.L.

(m)
地層

せん断波
速度
Ｖｓ

(m/s)

単位体積
重量
γｔ

(kN/m3)

減衰
定数
ｈ
(%)

初期せん断
弾性係数

Ｇ0

(×105kN/m2)

剛性
低下率
Ｇ/Ｇ0

砂層

西山層

椎谷層

ポアソン比
ν

せん断
弾性係数

Ｇ

(×105kN/m2)

新期砂層 

新期砂層 
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表 3－8 地盤定数（Ss-7） 

 

 

表 3－9 地盤定数（Ss-8） 

 

  

+12.0 150 16.1 0.347 0.114 0.369 0.31 16

+8.0 200 16.1 0.308 0.105 0.657 0.16 21

+4.0 古安田層 330 17.3 0.462 1.09 1.92 0.57 3

-6.0

490 17.0 0.451 3.91 4.16 0.94 3

-33.0

530 16.6 0.446 4.27 4.75 0.90 3

-90.0

590 17.3 0.432 5.40 6.14 0.88 3

-136.0

650 19.3 0.424 7.40 8.32 0.89 3

-155.0

720 19.9 0.416 10.5 10.5 1.00 -

∞

標高
T.M.S.L.

(m)
地層

せん断波
速度
Ｖｓ

(m/s)

単位体積
重量
γｔ

(kN/m3)

減衰
定数
ｈ
(%)

初期せん断
弾性係数

Ｇ0

(×105kN/m2)

剛性
低下率
Ｇ/Ｇ0

砂層

西山層

椎谷層

ポアソン比
ν

せん断
弾性係数

Ｇ

(×105kN/m2)

+12.0 150 16.1 0.347 0.110 0.369 0.30 21

+8.0 200 16.1 0.308 0.0788 0.657 0.12 29

+4.0 古安田層 330 17.3 0.462 1.15 1.92 0.60 5

-6.0

490 17.0 0.451 3.91 4.16 0.94 3

-33.0

530 16.6 0.446 4.27 4.75 0.90 3

-90.0

590 17.3 0.432 5.71 6.14 0.93 3

-136.0

650 19.3 0.424 7.90 8.32 0.95 3

-155.0

720 19.9 0.416 10.5 10.5 1.00 -

∞

砂層

西山層

椎谷層

標高
T.M.S.L.

(m)
地層

せん断波
速度
Ｖｓ

(m/s)

単位体積
重量
γｔ

(kN/m3)

ポアソン比
ν

せん断
弾性係数

Ｇ

(×105kN/m2)

初期せん断
弾性係数

Ｇ0

(×105kN/m2)

剛性
低下率
Ｇ/Ｇ0

減衰
定数
ｈ
(%)

新期砂層 

新期砂層 
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3.3 地盤応答 

3.3.1 水平方向 

水平方向の地盤応答は，一次元波動論に基づき，解放基盤表面レベルで定義される基準

地震動Ｓｓに対する地表面レベルでの地盤の応答として評価する。図3－1に地盤応答の概

念図を示す。地盤応答の算定には，解析コード「ＳＨＡＫＥ」及び「ＫＳＨＡＫＥ」を用

いる。解析コードの検証及び妥当性確認等の概要については，別紙「計算機プログラム

（解析コード）の概要」に示す。設定した地盤定数に基づき算定した地表面，サブドレン

ピット上部スラブ上面，底部スラブ上面及び原子炉建屋基礎スラブ底面の地盤の最大応答

加速度を表3－10に，標準地盤における地盤の加速度応答スペクトルを図3－2～図3－3に

示す。 
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図 3－1 地盤応答の概念図（水平方向） 
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表 3－10（1/3） 地盤の最大応答加速度（標準地盤，水平方向） 

(m/s2) 

位置 方向 Ss-1 Ss-2 Ss-3 Ss-4 Ss-5 Ss-6 Ss-7 Ss-8 

地表面 

T.M.S.L.12.0m 

NS 
11.53 

7.57 
9.30 

6.89 6.12 7.11 5.90 
10.55 

EW 11.35 9.11 10.22 9.87 11.37 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.10m 

NS 

6.80 

4.61 

5.83 

2.80 2.73 2.97 2.52 

5.19 

EW 8.65 5.08 5.08 5.33 5.22 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-15.25m 

NS 

6.06 

4.58 

5.93 

2.65 2.46 2.79 2.30 

4.59 

EW 7.69 4.35 4.36 4.60 4.71 

タービン建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.15m 

NS 

6.79 

4.61 

5.83 

2.80 2.72 2.97 2.52 

5.18 

EW 8.65 5.07 5.07 5.32 5.21 

タービン建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-13.05m 

NS 

6.37 

4.66 

5.91 

2.71 2.55 2.85 2.38 

4.68 

EW 8.29 4.68 4.68 4.92 4.87 

原子炉建屋 

基礎スラブ底面 

T.M.S.L.-13.70m 

NS 

6.24 

4.64 

5.92 

2.68 2.52 2.81 2.36 

4.60 

EW 8.14 4.60 4.59 4.84 4.81 
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表 3－10（2/3） 地盤の最大応答加速度（標準地盤＋σ，水平方向） 

                                (m/s2) 

位置 方向 Ss-1 Ss-2 

地表面 

T.M.S.L.12.0m 

NS 
14.13 

7.98 

EW 11.74 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.10m 

NS 

7.01 

4.76 

EW 7.10 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-15.25m 

NS 

5.68 

4.40 

EW 7.96 

タービン建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.15m 

NS 

6.99 

4.74 

EW 7.11 

タービン建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-13.05m 

NS 

6.17 

4.50 

EW 7.72 

原子炉建屋 

基礎スラブ底面 

T.M.S.L.-13.70m 

NS 

5.97 

4.48 

EW 7.81 
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表 3－10（3/3） 地盤の最大応答加速度（標準地盤－σ，水平方向） 

                                (m/s2) 

位置 方向 Ss-1 Ss-2 

地表面 

T.M.S.L.12.0m 

NS 
10.87 

6.60 

EW 10.05 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.10m 

NS 

7.22 

5.39 

EW 7.10 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-15.25m 

NS 

6.68 

5.11 

EW 6.40 

タービン建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.15m 

NS 

7.22 

5.39 

EW 7.09 

タービン建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-13.05m 

NS 

7.01 

5.29 

EW 6.57 

原子炉建屋 

基礎スラブ底面 

T.M.S.L.-13.70m 

NS 

6.94 

5.26 

EW 6.47 
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（a）地表面（T.M.S.L.12.0m） 

 

 

 

 

 

（b）原子炉建屋サブドレンピット上部スラブ上面（T.M.S.L.-10.10m） 

 

図 3－2（1/3） 地盤の加速度応答スペクトル（標準地盤，NS 方向） 
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（c）原子炉建屋サブドレンピット底部スラブ上面（T.M.S.L.-15.25m） 

 

 

 

 

 

（d）タービン建屋サブドレンピット上部スラブ上面（T.M.S.L.-10.15m） 

 

図 3－2（2/3） 地盤の加速度応答スペクトル（標準地盤，NS 方向） 

  

0

10

20

30

40

50

0.1 1

加
速
度
（
m/
s2
）

周期（s）

減衰定数：0.05

0.02 0.05 0.2 0.5 2 5

0

10

20

30

40

50

0.1 1

加
速
度
（
m/
s2
）

周期（s）

減衰定数：0.05

0.02 0.05 0.2 0.5 2 5

Ss-1H Ss-5NS 

Ss-2NS Ss-6NS 
Ss-3H Ss-7NS 
Ss-4NS Ss-8H 

Ss-1H Ss-5NS 

Ss-2NS Ss-6NS 
Ss-3H Ss-7NS 
Ss-4NS Ss-8H 



 

23 

K7
 ①

 Ⅴ
-2
-2
-別

添
1
-2
-1
 R
0 
 

 

 

 

（e）タービン建屋サブドレンピット底部スラブ上面（T.M.S.L.-13.05m） 

 

図 3－2（3/3） 地盤の加速度応答スペクトル（標準地盤，NS 方向） 
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（a）地表面（T.M.S.L.12.0m） 

 

 

 

 

 

（b）原子炉建屋サブドレンピット上部スラブ上面（T.M.S.L.-10.10m） 

 

図 3－3（1/3） 地盤の加速度応答スペクトル（標準地盤，EW 方向） 
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（c）原子炉建屋サブドレンピット底部スラブ上面（T.M.S.L.-15.25m） 

 

 

 

 

 

（d）タービン建屋サブドレンピット上部スラブ上面（T.M.S.L.-10.15m） 

 

図 3－3（2/3） 地盤の加速度応答スペクトル（標準地盤，EW 方向） 
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（e）タービン建屋サブドレンピット底部スラブ上面（T.M.S.L.-13.05m） 

 

図 3－3（3/3） 地盤の加速度応答スペクトル（標準地盤，EW 方向） 
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3.3.2 鉛直方向 

鉛直方向の地盤応答は，一次元波動論に基づき，解放基盤表面レベルで定義された基準

地震動Ｓｓに対する地表面レベルでの地盤の応答として評価する。図 3－4 に地盤応答の

概念図を示す。地盤応答の算定には，解析コード「ＳＨＡＫＥ」及び「ＫＳＨＡＫＥ」を

用いる。解析コードの検証及び妥当性確認等の概要については，別紙「計算機プログラム

（解析コード）の概要」に示す。設定した地盤定数に基づき算定した地表面，サブドレン

ピット上部スラブ上面，底部スラブ上面及び原子炉建屋基礎スラブ底面の地盤の最大応答

加速度を表 3－11 に，標準地盤における地盤の加速度応答スペクトルを図 3－5に示す。 
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図 3－4 地盤応答の概念図（鉛直方向） 
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表 3－11（1/3） 地盤の最大応答加速度（標準地盤，鉛直方向） 

(m/s2) 

位置 方向 Ss-1 Ss-2 Ss-3 Ss-4 Ss-5 Ss-6 Ss-7 Ss-8 

地表面 

T.M.S.L.12.0m 
鉛直 10.64 7.14 7.21 4.73 5.01 5.02 4.99 2.70 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.10m 

鉛直 5.78 4.17 4.71 2.94 3.13 3.32 2.99 2.55 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-15.25m 

鉛直 5.80 3.84 4.65 2.85 3.04 3.18 2.81 2.38 

タービン建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.15m 

鉛直 5.78 4.17 4.71 2.94 3.13 3.32 2.99 2.55 

タービン建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-13.05m 

鉛直 5.80 3.99 4.67 2.89 3.07 3.24 2.89 2.47 

原子炉建屋 

基礎スラブ底面 

T.M.S.L.-13.70m 

鉛直 5.80 3.95 4.66 2.88 3.06 3.22 2.87 2.45 
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表 3－11（2/3） 地盤の最大応答加速度（標準地盤＋σ，鉛直方向） 

                              (m/s2) 

位置 方向 Ss-1 Ss-2 

地表面 

T.M.S.L.12.0m 
鉛直 10.54 7.75 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.10m 

鉛直 5.44 4.06 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-15.25m 

鉛直 5.47 3.84 

タービン建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.15m 

鉛直 5.44 4.06 

タービン建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-13.05m 

鉛直 5.46 3.94 

原子炉建屋 

基礎スラブ底面 

T.M.S.L.-13.70m 

鉛直 5.46 3.92 
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表 3－11（3/3） 地盤の最大応答加速度（標準地盤－σ，鉛直方向） 

                           (m/s2) 

位置 方向 Ss-1 Ss-2 

地表面 

T.M.S.L.12.0m 
鉛直 9.80 5.49 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.10m 

鉛直 6.11 3.73 

原子炉建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-15.25m 

鉛直 6.06 3.54 

タービン建屋 

サブドレンピット 

上部スラブ上面 

T.M.S.L.-10.15m 

鉛直 6.11 3.73 

タービン建屋 

サブドレンピット 

底部スラブ上面 

T.M.S.L.-13.05m 

鉛直 6.09 3.62 

原子炉建屋 

基礎スラブ底面 

T.M.S.L.-13.70m 

鉛直 6.08 3.60 
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（a）地表面（T.M.S.L.12.0m） 

 

 

 

 

 

（b）原子炉建屋サブドレンピット上部スラブ上面（T.M.S.L.-10.10m） 

 

図 3－5（1/3） 地盤の加速度応答スペクトル（標準地盤，鉛直方向） 
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（c）原子炉建屋サブドレンピット底部スラブ上面（T.M.S.L.-15.25m） 

 

 

 

 

 

（d）タービン建屋サブドレンピット上部スラブ上面（T.M.S.L.-10.15m） 

 

図 3－5（2/3） 地盤の加速度応答スペクトル（標準地盤，鉛直方向） 

  

0

10

20

30

40

50

0.1 1

加
速
度
（
m/
s2
）

周期（s）

減衰定数：0.05

0.02 0.05 0.2 0.5 2 5

0

10

20

30

40

50

0.1 1

加
速
度
（
m/
s2
）

周期（s）

減衰定数：0.05

0.02 0.05 0.2 0.5 2 5

Ss-1V Ss-5UD 

Ss-2UD Ss-6UD 
Ss-3V Ss-7UD 
Ss-4UD Ss-8V 

Ss-1V Ss-5UD 

Ss-2UD Ss-6UD 
Ss-3V Ss-7UD 
Ss-4UD Ss-8V 



 

34 

K7
 ①

 Ⅴ
-2
-2
-別

添
1
-2
-1
 R
0 
 

 

 

 

（e）タービン建屋サブドレンピット底部スラブ上面（T.M.S.L.-13.05m） 

 

図 3－5（3/3） 地盤の加速度応答スペクトル（標準地盤，鉛直方向） 
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